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Prol iferα (スジアオノリ)および~CamclLia sincnsis (緑茶)より単離精製しそれらの抗遺伝毒性，
抗酸化活性，抗炎症作用，抗発癌性についてinvitroとinvivoにおけるさまざまな実験系を聞いて分析
しいくつかの興味深い結果を得ているc.
まず，発癌物質などの遺伝毒性物質による遺伝ヂ (Dt¥A)I埠害に対して.フェオフィチン額が抑制するこ
とをノ《クテリアの肌uc追ー伝子の党現系を闘いて明らかにした。ついで，その抑制活1'tに関与すると忠わ
れる抗般化活性について. リノール酸の口動酸化系やマクロファージの活性酸素 (O~)の産中系を用いて
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フェオフィチン類が刷量依存的な抑制活性を合することを示した。興味深いことに，このフェオフィチン
類の抗酸化活性は，よく知られている抗椴化物質であるαートコフエロールや緑茶カテキンよりも強いこ
とを示した。さらに.活性駿素の役割が重要と考えられる炎症反応について， ヒ卜好中球の細胞培養シス
テムを用いて，その活性化の指標である活性椴素による化学発光，炎証性サイトカイン(インターロイキ
ン1 β)の産生および細胞運動能の促進を抑制することを明らかにしたc また，発信プロモーターによ
るマウス皮膚の浮腕形成に対しでもフェオフィチン類は抑制効果を有することを明らかにした。最後に木
論文著者は，フェオフィチン類の発痛に対する作用をマウス皮膚の発癌モテ'ルを用いて分析し発癌物質
による遺伝手障害(イニシエーション)およrJ発癌プロモーターによる細胞増殖の促進(プロモーション)
の両方の段階を抑制することを明らかにした。
以上の結果は，植物の光合成色素由米のフェオフィチン類を摂取した動物においては，生体防御機能が
冗進することを強く示唆している。この新しい知見は，博.1:(開学)の学位を授与するに値するものと審
査したの
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